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原著論文 3D-SSPによるレビー小体型痴呆症の脳血流の評価
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Abstract 
Three dimensional stereotactic surface projections (3D-SSP) is a software which can analyze cerebral 
blood flow and functions. ISSP is an 3D-SSP interface software which can be easily used with Windows 
and Macintosh computers. ISSP has been revised up some times. We analyzed the cerebral blood flow of 
Dementia with Lewy bodies with 123I-iodoamphetamine and iSSP (version 3.5). Blood flow of angular, 

inferior occipital. middle occipital. anterior cingulate. lateral occipitotemporal and superior occipital gyrus 
was found to be decreased symmetrically. 
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はじめに

レビー小体型痴呆症 (DLB) は後天性の変性性痴呆

でアルツハイマー病に次いで頻度が高い疾患である

12) 。 神経病理学的な研究が進んでおり、脳血流SPECT

はその神経病理学的変化に伴う血流分布の変化を鋭

敏に反映することが可能な非侵襲的な検査であり、他

の痴呆性疾患との鑑別についての研究報告も多い。近

年、脳血流シンチグラフィの画像解析ソフトウェアの開

発が盛んであり、多くのソフトウェアが日常臨床で広く利

用されている。 3D-SSPは本邦で最も利用されている脳

血流代謝機能画像解析ソフトウェア3) である。 この3D

SSPを簡便に実行するインターフェースソフトウェアとし

てiSSPがある。 しかし、脳血流分布には個体差があり、

その解釈に苦慮する症例も存在する。 iSSPのversion3

では群間比較の手法が搭載され、 version3.5では

Binary Viewerの機能強化が行われている。 われわ

れは、 DLB患者の脳血流SPECTを iSSP (version3.5) 

を用いて*~討した。

対象

DLB患者5例を対象とした。 内訳は、男性3例、女性2

例、平均年齢69.4 ::t: 9.3歳である。診断基準はDLBのガ

イドライン4) に基づき、 probable DLBの条件を満たす、

正常な社会的または職業的機能に障害をきたす程度の

進行性認知機能障害の存在、認知機能の変動、繰り返

される幻視体験、特発性のパーキンソニズムを満たし、

繰り返す転倒、失神、抗精神病薬への過敏性、妄想、幻

覚のなかで複数の該当項目のある患者とした。 Mini

Mental State Examinationスコアは11-23 (17.2::t: 52) 点で

あった。正常データベースには、神経学的所見がなく、頭

部MRlで、有意な異常所見を認めなかった8例のデータか

ら作成した。内訳は、男性5例、女性3例、平均年齢61.6 ::t:

6.6歳で、あった。

方法

123I-iodoamphetamine ( 222MBq) を静注し、頭部

SPECT像を撮像した。使用した装置は3検出器型シン

チレーションカメラ (SIEMENS社製)で、ファンビーム型コ

リメータを装着した。 データ収集は中心時聞を静注30分

後に設定し、 30秒/stepX40stepで、行った。 エネルギー

ピークは159keV ::t: 10%に設定し、収集マトリクスを128 X

128とした。収集データはButterworthフィルタ (cutoff

frequencyO.27/order5) を用いて処理後、 Chang法に

よる吸収補正を行った。

SPECT画像をiSSP(version3劫で、解析し、正規化部

位を全脳平均として、 血流低下部位を表示した 。

Talairachの標準脳図譜5) をもとに、脳内に22個の関心

領域を設定し、各領域のZ-scoreを算出した。

結果

DLB患者全5例とDLB患者群の血流低下画像を図1

に示す。
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図1 DLB患者5例、および、 DLB患者群の3D・SSP画像 (正規化部位を全脳平均とした血流低下画像)

DLB患者群では、前頭葉、頭頂葉、後頭葉に両側対称性の血流低下を認める。
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図2 脳局所のZ-score Z-score 

O :DLB患者5例のZ-score

・ :DLB患者群のZ-score
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図3 症例5の位置あわせ後の画像 (Dr. View使用 )

上段 :MRI 下段: 1 23 1・IMP

両側後頭葉、両側角田 、中前頭回で血流低下を認める。

個々の症例では、前部帝状回、外側後頭倶IJ頭回、下

後頭回、 中後頭回、角田で血流低下を示す症例が多い

が、血流低下部位に個体差がある。一方、上前頭回、中

心前後回、小脳は共通して有意な血流低下を認めな

い。 DLB患者群としたうえでの群間比較では、角田、

下後頭回、中後頭回、前部帯状回、外側後頭側頭回、

上後頭回に両側対称性に血流低下を認める(図1 ) 。 図

2に5例および:'DLB患者群の脳局所のZ-scoreを示す。

症例提示

症例5 (75歳、女性、 MMSE22点) のiSSPによる血流

低下画像では、下後頭回、角田、中後頭回、中前頭回、

外側後頭側頭回、上後頭回に血流低下を認める。後頭
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葉の血流は軽度右側優位に低下している(図1 ) 。

Dr. View医療画像解析ソフトウェア(旭化成情報シ

ステム)を用いて頭部MRIと 123日MP SPECTの画像

合成を行い、同一スライス面でリスライスした画像を示

す。 123I_IMP SPECTでは、両側後頭葉に右優位に、

さらに、両側角田、中前頭回でI血流低下を認め、 3D

SSP画像と一致した所見を示した(図3) 。

考察
DLBの脳血流SPECT所見に関する報告は多い。

個々の症例のSPECT所見を基づいた血流低下域の検

討では、側頭頭頂葉6)、前頭葉から前側頭葉の前方皮
質と後頭頭頂葉を主とした後方皮質7) 、 全前頭葉、側頭

頭頂葉8) などが報告されている。 しかし、脳の解剖学的

構造には個体差があり、個々の症例のSPECTで、同一

部位に関心領域を設定する手法での評価は技術的に

困難である。標準脳に変換し、同一のROIを用いて検

討することで、各領域の血流の変化を正確に評価する

ことが可能になる。 さらに、同一疾患を有する患者を群

として検討することで、個体差による脳蹴流分布のばら

つきを補正して、疾患特異性のある血流の変化を評価

することが可能になる 。 statistical parametric 

mapping (SPM) 解析9) を用いてDLB患者群とした

上での検討では、アルツハイマー病、 DLBいずれも前

頭頭頂葉の血流が低下し、アルツハイマー病と比較す

ると、頭頂葉 (Brodmann第7野)、後頭葉 (Brodmann

第17、 18野)に有意な血流低下10) 、仮IJ頭頭頂葉、後部

帯状回、視覚野、左前頭葉の血流が低下し、 アルツハ

イマー病と比較すると後頭葉に有意な血流低下11 ) など

が報告されてし、る。

3D-SSPはミシガン大学で開発されたSPECT、 PET

による脳血流代謝機能画像の解析方法である。具体的

には、各患者のSPECT、 PET画像を前後交連線に基

づく定位脳座標系標準脳図譜上に変換した後、 さらに

正常者のデータベースと比較することにより血流あるい

は代謝低下部位を客観的に、かつより正確に描出する

という内容を有している。

この解析方法は、定位脳座標系で画像を解析する
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点で、 SPMやComputerized brain atlas (CBA) 12) 

と共通の概念と互換性を有するが、これら他の方法と

比べて、開発当初より研究目的にとどまらず、臨床診断

への応用を考慮したアルゴリズムを使用しており、統計

解析以前に脳灰白質の放射能を定位脳座標系で決め

られた脳表にデータ抽出を行うことによって、灰白質の

萎縮や、定位脳座標系での個人の微細な解剖学的相

違による影響をさらに軽減させることができるのが最大

の特徴である。

iSSPはNEUROSTATの中の定位解剖学的標準化、

および3D-SSPの実行に必要なプログラム、キーコード、

テ*ータベースをパッケージした3D-SSPインターフェース

ソフトウェアで、ある。iSSPはversion upに伴い、機能拡張

を続けてきた。 version3で、は、 複数データの一括処理、

2群間比較機能、データベース作成機能なと寺が加わっ

た。 したがって、個々の症例で比較した場合には、脳血

流分布の個体差による影響や空間分解能の低さに伴

ってピクセル単位の計数は統計誤差を多く含んでしま

う可能性があったが、群で比較した場合には相殺され

て疾患特異的な血流分布を画像表示が可能になった。

さらに、 version3.5で、はマルチデータベースとの比較、

Leave One Out処理によるデータベース確認機能、

Binary Viewerの機能強化なとやが追加機能として加

わった。 Binary Viewerの機能強化により 、 複数ROI

の保存、読み込みが可能になり、各症例に対しても、標

準脳上で、同ーのROIを用いての各領域のZ-scoreの

算出が可能になった。

結果に示したように、 iSSP (version3.5) を使ったわ

れわれの検討では、 DLBは、中心前後回、上前頭回、

上側頭回を除く広範な大脳皮質に左右対称性に血流

低下を認め、後頭葉から頭頂葉にかけて、より優位な血

流低下を認めた。 この結果は、 DLBの脳血流分布を

SPMを用いて解析したIshiiらの結果11 ) と同様の結果

であり、群間比較の手法を用いることで、疾患特異性の

ある血流分布の表示が可能であると判断した。 また、

iSSP (version3.5) の群間比較、 Binary Viewerの機

能強化などを用いて、各種神経疾患の脳血流の評価

への応用が広まることが期待される。
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